
●趣 旨 

 東日本大震災では、多数の被災者が長期にわたる避難所生活

を余儀なくされるとともに、被災時における避難所の円滑な運

営を確保することが課題としてあげられます。また、今後、か

なりの確率で発生が予想されております南海トラフ巨大地震な

どの大規模災害が発生した場合にあっては、市職員や消防隊員

等は、救命救急活動に注力せざるを得ないことが予想されま

す。このため、できる限り「公助」に依存せず、「自助」「共

助」の精神に基づき、地域住民の力で避難所運営などを行える

仕組みづくりが喫緊の課題となっております。 

 また、新型コロナウイルス感染症がまん延している状況下に

おいては、感染症対策を講じた避難所運営が必要となります。 

 本年度は、地域住民のみなさんと避難所開設時に配備される

市職員とともに、地域防災の要として位置づいております公民

館を会場として、防災訓練（避難所開設・運営訓練等）を実施

しますので、みなさんのご参加・ご協力をよろしくお願いしま

す。 

防災行政無線（8：45） 

を合図に『大野公民館』
に避難しましょう！ 

感染症対策を講じた避難

所受付をします。検温や

簡易問診を行います。 

大野公民館の避難スペース

や防災倉庫備蓄品の確認、

段ボールベッドや感染予防

テントを作ります。 



【避難所運営訓練】地域のみなさんを中心に実施 

  ・公民館防災倉庫備蓄品の確認 

  ・公民館避難スペースを確認し、段ボールベッド、感染予防テントを

設営（４～５人=１グループ） 

  ・備蓄食料説明（アルファ化米） 

[鹿嶋市] 防災関係職員の参集訓練 

[鹿嶋市] 災害対策連絡体制の確立訓練（災害対策連絡協議会設置） 

[鹿嶋市] 避難所動員職員参集訓練（職員参集メール） 

[鹿嶋市] 避難所施設の安全確認・報告訓練 

[鹿嶋市] 防災行政無線による避難指示放送  

防災行政無線による避難所開設放送  

【避難所開設訓練】職員を中心に実施 

  ・感染症対策を講じた受付訓練 

   （避難者名簿の記入、検温、簡易問診票の作成） 

  ・避難所状況報告訓練（防災無線電話を使用した報告） 

【避難所閉鎖訓練】地域のみなさん・職員協力して実施 

  ・防災倉庫へ物品片付け 

  ・避難所閉鎖完了報告を本部に報告 

いつ発生するかわからない災害に対し、わたしたちは災害

を防ぐことは困難ですが、備えることは可能です。 

防災訓練をとおして、コロナ禍においても災害に備える方

法などについて、考えていきましょう。 

■訓練の中止について 

・訓練については、雨天の場合でも実施します。ただし、市内に気象警報（大雨、洪水、

暴風）が発表された場合及び茨城県沿岸に津波注意報、津波警報、大津波警報が発表さ

れた場合は、訓練を中止します。 

・市内及び近隣市等の新型コロナウイルス感染症の状況により、中止する場合があります。 

【避難訓練】大野公民館（大野まちづくりセンター）へ避難 


